
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　写真フィルムに記録されたコマ画像の読み取りを行い、該読み取りにより得られた前
記コマ画像のデジタル画像データに基づいて、記録材料に記録される画像のデジタル画像
データを得る画像処理装置であって、
　情報を表示する表示手段と、
　前記読み取りにより得られたコマ画像について画像処理条件の検定作業を行うために複
数のコマ画像を １画面に同時に表示する場合に、各コマ画像について写真
フィルムに記録されている前記各コマ画像の 記録フォーマット

　

て前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像処理装置に係り、更に具体的には写真フィルムに記録されたコマ画像に対し
て予備読み取りを行い、予備読み取りの結果に基づいてコマ画像の本読み取りを行う際の
読取条件を決定し、該読取条件でコマ画像の本読み取りを行い、該本読み取りにより得ら
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前記表示手段の
中に の異なるコマ画像が含

まれているか否かを判定する判定手段と、
前記判定手段で前記各コマ画像の中に記録フォーマットの異なるコマ画像が含まれてい

ると判定されたときに、前記表示手段に表示される記録フォーマットの異なるコマ画像の
大きさを変更及び配列を変更し



れたコマ画像のデジタル画像データに基づいて、記録材料に記録される画像のデジタル画
像データを得る画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年では、写真フィルムに記録されたコマ画像をＣＣＤ等の読取センサによって光電的に
読み取り、該読み取りによって得られたデジタル画像データに対し拡大縮小や各種補正等
の画像処理を実行し、画像処理済のデジタル画像データに基づき変調したレーザ光により
記録材料へ画像をプリントする技術が知られている。
【０００３】
このようにＣＣＤ等の読取センサによりコマ画像をデジタル的に読み取る技術では、精度
の良い画像読み取りを実現するために、コマ画像を予備的に読み取り（いわゆるプレスキ
ャン）、コマ画像の濃度等に応じた読取条件（例えば、コマ画像に照射する光量やＣＣＤ
の電荷蓄積時間等）を決定し、そして、この決定した読取条件でコマ画像を再度読み取っ
ていた（いわゆるファインスキャン）。また、このファインスキャンの実行前、実行完了
後又は実行中に、各コマ画像の画像データについての画像処理条件の検定作業を行ってい
た。
【０００４】
この検定作業では、例えば、仮に設定した各コマ画像についての画像処理条件で各コマ画
像の画像データを画像処理して得られた検定用画像をディスプレイに表示し、オペレータ
がこの検定用画像を目視で確認して、その画質、濃度、色バランス等が適正か否かを判定
し、適正である場合は該画像処理条件を採用し、適正でない場合は画像処理条件を修正す
ることで、各コマ画像についての画像処理条件を決定していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記のような検定作業を行う際に予備読み取り、または本読み取りにより得ら
れた複数のコマ画像には種々の記録フォーマットで撮影されたコマ画像が存在する場合が
有る。例えば、１３５フィルムでは標準サイズ（Ｆ）、バノラマサイズ（Ｐ）、ハーフサ
イズ（Ｈ）、ハイビジョンサイズ（ＨＶ）、また撮影情報を記録するための磁気層が形成
されたＡＰＳフィルムでは標準サイズ（Ｃ）、ハイビジョンサイズ（Ｈ）、パノラマサイ
ズ（Ｐ）等の記録フォーマットを選択することができる。
【０００６】
このように標準サイズの他にパノラマサイズ等の異なる記録フォーマットで撮影されたコ
マ画像が混在するような写真フィルムからプリントを作製するに際して複数のコマ画像を
１画面に同時に表示して検定作業を行う場合、例えば、パノラマサイズの記録フォーマッ
トで撮影したコマ画像が標準サイズのコマ画像に比して小さく表示されるために検定作業
の作業効率が著しく低下するという問題が有った。
【０００７】
また標準サイズの他にパノラマサイズ等の異なる記録フォーマットで撮影されたコマ画像
が混在するような写真フィルムからインデックスプリントを作製する場合にインデックス
プリントでは例えば、パノラマサイズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像が標準サ
イズのコマ画像に比して小さくプリントされるために視認性が低下するという問題が有っ
た。
【０００８】
更に写真フィルムに記録された連続シーン等の関連が有る一連のコマ画像について検定作
業を行う場合にこれらの一連のコマ画像をまとめて同一の補正条件で補正をする必要が有
るが、複数のコマ画像を同時に１画面で表示する際に予め定められたコマ数だけしか表示
されないために、連続シーン等の関連が有る一連のコマ画像が１画面に表示されず、画面
を切り換える必要が有り、検定作業の作業効率が低下するという問題が有った。
【０００９】
本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、写真フィルムに記録フォーマッ
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トの異なるコマ画像が混在して記録されている場合において、記録フォーマットの異なる
コマ画像の検定作業の作業効率の向上を図った画像処理装置を提供することを第１の目的
とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記第１の目的を達成するために請求項１に記載の発明は、写真フィルムに記録された
コマ画像の読み取りを行い、該読み取りにより得られた前記コマ画像のデジタル画像デー
タに基づいて、記録材料に記録される画像のデジタル画像データを得る画像処理装置であ
って、情報を表示する表示手段と、前記読み取りにより得られたコマ画像について画像処
理条件の検定作業を行うために複数のコマ画像を １画面に同時に表示する
場合に、各コマ画像について写真フィルムに記録されている前記各コマ画像の 記録フ
ォーマット

画像の大きさ
て前記表示手段に表示させる表示制御手段と、を有することを特徴とする。

【００１３】
上記構成の画像処理装置では、写真フィルムに記録されたコマ画像の読み取りを行い、該
読み取りにより得られた前記コマ画像のデジタル画像データに基づいて、記録材料に記録
される画像のデジタル画像データを得る。
【００１４】
　　表示制御手段は、前記読み取りにより得られたコマ画像について画像処理条件の検定
作業を行うために複数のコマ画像を１画面に同時に表示する場合に、各コマ画像について
写真フィルムに記録されている前記各コマ画像の記録フォーマットに応じて表示画像の大
きさ を変更して表示手段に表示させる。
【００１５】
　請求項１に記載の発明によれば、写真フィルムに記録フォーマットの異なるコマ画像が
混在して記録されている場合において、記録フォーマットの異なるコマ画像の検定作業を
行う際に複数のコマ画像を １画面に同時に表示する場合に各コマ画像につ
いて写真フィルムに記録されている前記各コマ画像の 記録フォーマット

画像の大きさ 例えば、パ
ノラマサイズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像は標準サイズの記録フォーマット
で撮影されたコマ画像と同等、あるいはそれ以上の大きさで表示され る
ので、検定作業の作業効率の向上が図れる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
【００２９】
［システム全体の概略構成］
まず、本発明の実施形態に係る画像処理装置としてのディジタルラボシステムについて説
明する。図１には本発明の実施形態に係るディジタルラボシステム１０の概略構成が示さ
れており、図２にはディジタルラボシステム１０の外観が示されている。図１に示すよう
に、このディジタルラボシステム１０は、ラインＣＣＤスキャナ１４、画像処理部１６、
レーザプリンタ部１８、及びプロセッサ部２０を含んで構成されており、ラインＣＣＤス
キャナ１４と画像処理部１６は、図２に示す入力部２６として一体化されており、レーザ
プリンタ部１８及びプロセッサ部２０は、図２に示す出力部２８として一体化されている
。
【００３０】
ラインＣＣＤスキャナ１４は、ネガフィルムやリバーサルフィルム等の写真フィルムに記
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前記表示手段の
中に

の異なるコマ画像が含まれているか否かを判定する判定手段と、前記判定手段
で前記各コマ画像の中に記録フォーマットの異なるコマ画像が含まれていると判定された
ときに、前記表示手段に表示される記録フォーマットの異なるコマ 及び配列
を変更し

及び配列

前記表示手段の
中に の異なるコマ

画像が含まれているか否かを判定する。前記各コマ画像の中に記録フォーマットの異なる
コマ画像が含まれていると判定されたときに、前記表示手段に表示される記録フォーマッ
トの異なるコマ 及び配列を変更して前記表示手段に表示させる。

、配列を変更でき



録されているコマ画像を読み取るためのものであり、例えば１３５サイズの写真フィルム
、１１０サイズの写真フィルム、及び透明な磁気層が形成された写真フィルム（２４０サ
イズの写真フィルム：所謂ＡＰＳフィルム）、１２０サイズ及び２２０サイズ（ブローニ
サイズ）の写真フィルムのコマ画像を読取対象とすることができる。ラインＣＣＤスキャ
ナ１４は、上記の読取対象のコマ画像をラインＣＣＤで読み取り、画像データを出力する
。
【００３１】
画像処理部１６は、ラインＣＣＤスキャナ１４から出力された画像データ（スキャン画像
データ）が入力されると共に、デジタルカメラでの撮影によって得られた画像データ、コ
マ画像以外の原稿（例えば反射原稿等）をスキャナで読み取ることで得られた画像データ
、コンピュータで生成された画像データ等（以下、これらをファイル画像データと総称す
る）を外部から入力する（例えば、メモリカード等の記憶媒体を介して入力したり、通信
回線を介して他の情報処理機器から入力する等）ことも可能なように構成されている。
【００３２】
画像処理部１６は、入力された画像データに対して各種の補正等の画像処理を行って、記
録用画像データとしてレーザプリンタ部１８へ出力する。また、画像処理部１６は、画像
処理を行った画像データを画像ファイルとして外部へ出力する（例えばメモリカード等の
記憶媒体に出力したり、通信回線を介して他の情報処理機器へ送信する等）ことも可能と
されている。
【００３３】
レーザプリンタ部１８はＲ、Ｇ、Ｂのレーザ光源を備えており、画像処理部１６から入力
された記録用画像データに応じて変調したレーザ光を印画紙に照射して、走査露光によっ
て印画紙に画像を記録する。また、プロセッサ部２０は、レーザプリンタ部１８で走査露
光によって画像が記録された印画紙に対し、発色現像、漂白定着、水洗、乾燥の各処理を
施す。これにより、印画紙上に画像が形成される。
【００３４】
［ラインＣＣＤスキャナの構成］
次にラインＣＣＤスキャナ１４の構成について説明する。図３にはラインＣＣＤスキャナ
１４の光学系の概略構成が示されている。この光学系は、ハロゲンランプやメタルハライ
ドランプ等から成り写真フィルム２２に光を照射する光源３０を備えており、光源３０の
光射出側には、写真フィルム２２に照射する光を拡散光とする光拡散ボックス３６が順に
配置されている。
【００３５】
写真フィルム２２は、光拡散ボックス３６の光射出側に配置されたフィルムキャリア３８
（図５参照、図３では図示省略）によって、コマ画像の画面が光軸と垂直になるように搬
送される。なお、図３では長尺状の写真フィルム２２を示しているが、１コマ毎にスライ
ド用のホルダに保持されたスライドフィルム（リバーサルフィルム）やＡＰＳフィルムに
ついては、各々専用のフィルムキャリアが用意されており（ＡＰＳフィルム用のフィルム
キャリアは磁気層に磁気記録された情報を読み取る磁気ヘッドを有している）、これらの
写真フィルムも搬送することが可能とされている。
【００３６】
また、光源３０と光拡散ボックス３６との間には、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンダ）、Ｙ（
イエロー）の調光フィルタ１１４Ｃ、１１４Ｍ、１１４Ｙが射出光の光軸に沿って順に設
けられており、写真フィルム２２を挟んで光源３０と反対側には、光軸に沿って、コマ画
像を透過した光を結像させるレンズユニット４０、ラインＣＣＤ１１６が順に配置されて
いる。図３ではレンズユニット４０として単一のレンズのみを示しているが、レンズユニ
ット４０は、実際には複数枚のレンズから構成されたズームレンズであってもよい。
【００３７】
ラインＣＣＤ１１６は、ＣＣＤセルが一列に多数配置されかつ電子シャッタ機構が設けら
れたセンシング部が、間隔を空けて互いに平行に３ライン設けられており、各センシング
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部の光入射側にＲ、Ｇ、Ｂの色分解フィルタの何れかが各々取付けられて構成されている
（所謂３ラインカラーＣＣＤ）。ラインＣＣＤ１１６は、各センシング部の受光面がレン
ズユニット４０の結像点位置に一致するように配置されている。
【００３８】
また、各センシング部の近傍には転送部が各センシング部に対応して各々設けられており
、各センシング部の各ＣＣＤセルに蓄積された電荷は、対応する転送部を介して順に転送
される。また図示は省略するが、ラインＣＣＤ１１６とレンズユニット４０との間にはシ
ャッタが設けられている。
【００３９】
図４にはラインＣＣＤスキャナ１４の電気系の概略構成が示されている。ラインＣＣＤス
キャナ１４は、ラインＣＣＤスキャナ１４全体の制御を司るマイクロプロセッサ４６を備
えている。マイクロプロセッサ４６には、バス６２を介してＲＡＭ６４（例えばＳＲＡＭ
）、ＲＯＭ６６（例えば記憶内容を書換え可能なＲＯＭ）が接続されていると共に、モー
タドライバ４８が接続されており、モータドライバ４８にはフィルタ駆動モータ５４が接
続されている。フィルタ駆動モータ５４は調光フィルタ１１４Ｃ、１１４Ｍ、１１４Ｙを
各々独立にスライド移動させることが可能とされている。
【００４０】
マイクロプロセッサ４６は、図示しない電源スイッチのオンオフに連動して光源３０を点
消灯させる。また、マイクロプロセッサ４６は、ラインＣＣＤ１１６によるコマ画像の読
み取り（測光）を行う際に、フィルタ駆動モータ５４によって調光フィルタ１１４Ｃ、１
１４Ｍ、１１４Ｙを各々独立にスライド移動させ、ラインＣＣＤ１１６に入射される光量
を各成分色光毎に調節する。
【００４１】
またモータドライバ４８には、レンズユニット４０の複数枚のレンズの位置を相対的に移
動させることでレンズユニット４０のズーム倍率を変更するズーム駆動モータ７０、レン
ズユニット４０全体を移動させることでレンズユニット４０の結像点位置を光軸に沿って
移動させるレンズ駆動モータ１０６が接続されている。マイクロプロセッサ４６は、コマ
画像のサイズやトリミングを行うか否か等に応じて、ズーム駆動モータ７０によってレン
ズユニット４０のズーム倍率を所望の倍率に変更する。
【００４２】
一方、ラインＣＣＤ１１６にはタイミングジェネレータ７４が接続されている。タイミン
グジェネレータ７４は、ラインＣＣＤ１１６や後述するＡ／Ｄ変換器８２等を動作させる
ための各種のタイミング信号（クロック信号）を発生する。ラインＣＣＤ１１６の信号出
力端は、増幅器７６を介してＡ／Ｄ変換器８２に接続されており、ラインＣＣＤ１１６か
ら出力された信号は、増幅器７６で増幅されＡ／Ｄ変換器８２でディジタルデータに変換
される。
【００４３】
Ａ／Ｄ変換器８２の出力端は、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）８８を介してインタ
フェース（Ｉ／Ｆ）回路９０に接続されている。ＣＤＳ８８では、フィードスルー信号の
レベルを表すフィードスルーデータ及び画素信号のレベルを表す画素データを各々サンプ
リングし、各画素毎に画素データからフィードスルーデータを減算する。そして、演算結
果（各ＣＣＤセルでの蓄積電荷量に正確に対応する画素データ）を、Ｉ／Ｆ回路９０を介
してスキャン画像データとして画像処理部１６へ順次出力する。
【００４４】
なお、ラインＣＣＤ１１６からはＲ、Ｇ、Ｂの測光信号が並列に出力されるので、増幅器
７６、Ａ／Ｄ変換器８２、ＣＤＳ８８から成る信号処理系も３系統設けられており、Ｉ／
Ｆ回路９０からは、スキャン画像データとしてＲ、Ｇ、Ｂの画像データが並列に出力され
る。
【００４５】
また、モータドライバ４８にはシャッタを開閉させるシャッタ駆動モータ９２が接続され
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ている。ラインＣＣＤ１１６の暗出力については、後段の画像処理部１６で補正されるが
、暗出力レベルは、コマ画像の読み取りを行っていないときに、マイクロプロセッサ４６
がシャッタを閉止させることで得ることができる。
【００４６】
［画像処理部の構成］
次に画像処理部１６の構成について図５を参照して説明する。画像処理部１６は、ライン
ＣＣＤスキャナ１４に対応してラインスキャナ補正部１２２が設けられている。ラインス
キャナ補正部１２２は、ラインＣＣＤスキャナ１４から並列に出力されるＲ、Ｇ、Ｂの画
像データに対応して、暗補正回路１２４、欠陥画素補正部１２８、及び明補正回路１３０
から成る信号処理系が３系統設けられている。
【００４７】
暗補正回路１２４は、ラインＣＣＤ１１６の光入射側がシャッタにより遮光されている状
態で、ラインＣＣＤスキャナ１４から入力されたデータ（ラインＣＣＤ１１６のセンシン
グ部の各セルの暗出力レベルを表すデータ）を各セル毎に記憶しておき、ラインＣＣＤス
キャナ１４から入力されたスキャン画像データから、各画素毎に対応するセルの暗出力レ
ベルを減ずることによって補正する。
【００４８】
また、ラインＣＣＤ１１６の光電変換特性は各セル単位でのばらつきもある。欠陥画素補
正部１２８の後段の明補正回路１３０では、ラインＣＣＤスキャナ１４に画面全体が一定
濃度の調整用のコマ画像がセットされている状態で、ラインＣＣＤ１１６で前記調整用の
コマ画像を読み取ることによりラインＣＣＤスキャナ１４から入力された調整用のコマ画
像の画像データ（この画像データが表す各画素毎の濃度のばらつきは各セルの光電変換特
性のばらつきに起因する）に基づいて各セル毎にゲインを定めておき、ラインＣＣＤスキ
ャナ１４から入力された読取対象のコマ画像の画像データを、各セル毎に定めたゲインに
応じて各画素毎に補正する。
【００４９】
一方、調整用のコマ画像の画像データにおいて、特定の画素の濃度が他の画素の濃度と大
きく異なっていた場合には、ラインＣＣＤ１１６の前記特定の画素に対応するセルには何
らかの異常があり、前記特定の画素は欠陥画素と判断できる。欠陥画素補正部１２８は調
整用のコマ画像の画像データに基づき欠陥画素のアドレスを記憶しておき、ラインＣＣＤ
スキャナ１４から入力された読取対象のコマ画像の画像データのうち、欠陥画素のデータ
については周囲の画素のデータから補間してデータを新たに生成する。
【００５０】
また、ラインＣＣＤ１１６は３本のライン（ＣＣＤセル列）が写真フィルム２２の搬送方
向に沿って所定の間隔を空けて順に配置されているので、ラインＣＣＤスキャナ１４から
Ｒ、Ｇ、Ｂの各成分色の画像データの出力が開始されるタイミングには時間差がある。ラ
インスキャナ補正部１２２は、コマ画像上で同一の画素のＲ、Ｇ、Ｂの画像データが同時
に出力されるように、各成分色毎に異なる遅延時間で画像データの出力タイミングの遅延
を行う。
【００５１】
ラインスキャナ補正部１２２の出力端はセレクタ１３２の入力端に接続されており、補正
部１２２から出力された画像データはセレクタ１３２に入力される。また、セレクタ１３
２の入力端は入出力コントローラ１３４のデータ出力端にも接続されており、入出力コン
トローラ１３４からは、外部から入力されたファイル画像データがセレクタ１３２に入力
される。セレクタ１３２の出力端は入出力コントローラ１３４、イメージプロセッサ部１
３６Ａ、１３６Ｂのデータ入力端に各々接続されている。セレクタ１３２は、入力された
画像データを、入出力コントローラ１３４、イメージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂの
各々に選択的に出力可能とされている。
【００５２】
イメージプロセッサ部１３６Ａは、メモリコントローラ１３８、イメージプロセッサ１４
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０、画像メモリ１４１、３個のフレームメモリ１４２Ａ、１４２Ｂ、１４２Ｃを備えてい
る。画像メモリ１４１は少なくとも写真フィルム１本分のフィルム画像の画像データを記
憶可能な容量を有しており、プレスキャン、ファインスキャンにより得られたコマ画像の
画像データ、あるいは検定作業が行われたコマ画像の画像データが記憶されるようになっ
ている。フレームメモリ１４２Ａ、１４２Ｂ、１４２Ｃは各々１フレーム分のコマ画像の
画像データを記憶可能な容量を有しており、セレクタ１３２から入力された画像データは
３個のフレームメモリ１４２の何れかに記憶されるが、メモリコントローラ１３８は、入
力された画像データの各画素のデータが、フレームメモリ１４２の記憶領域に一定の順序
で並んで記憶されるように、画像データをフレームメモリ１４２に記憶させる際のアドレ
スを制御する。
【００５３】
イメージプロセッサ１４０は、フレームメモリ１４２に記憶された画像データを取込み、
階調変換、色変換、画像の超低周波輝度成分の階調を圧縮するハイパートーン処理、粒状
を抑制しながらシャープネスを強調するハイパーシャープネス処理等の各種の画像処理を
行う。なお、上記の画像処理の処理条件は、オートセットアップエンジン１４４（後述）
によって自動的に演算され、演算された処理条件に従って画像処理が行われる。イメージ
プロセッサ１４０は入出力コントローラ１３４に接続されており、画像処理を行った画像
データは、フレームメモリ１４２に一旦記憶された後に、所定のタイミングで入出力コン
トローラ１３４へ出力される。なお、イメージプロセッサ部１３６Ｂは、上述したイメー
ジプロセッサ部１３６Ａと同一の構成であるので説明を省略する。
【００５４】
ところで、本実施形態では個々のコマ画像に対し、ラインＣＣＤスキャナ１４において異
なる解像度で２回の読み取りを行う。１回目の比較的低解像度での読み取り（以下、プレ
スキャンという）では、コマ画像の濃度が極端に低い場合（例えばネガフィルムにおける
露光オーバのネガ画像）にも、ラインＣＣＤ１１６で蓄積電荷の飽和が生じないように決
定した読取条件（写真フィルムに照射する光のＲ、Ｇ、Ｂの各波長域毎の光量、ＣＣＤの
電荷蓄積時間）でコマ画像の読み取りが行われる。このプレスキャンによって得られた画
像データ（プレスキャン画像データ）は、セレクタ１３２から入出力コントローラ１３４
に入力され、更に入出力コントローラ１３４に接続されたオートセットアップエンジン１
４４に出力される。
【００５５】
オートセットアップエンジン１４４は、ＣＰＵ１４６、ＲＡＭ１４８（例えばＤＲＡＭ）
、ＲＯＭ１５０（例えば記憶内容を書換え可能なＲＯＭ）、入出力ポート１５２を備え、
これらがバス１５４を介して互いに接続されて構成されている。
【００５６】
オートセットアップエンジン１４４は、入出力コントローラ１３４から入力された複数コ
マ分のコマ画像のプレスキャン画像データに基づいて、ラインＣＣＤスキャナ１４による
２回目の比較的高解像度での読み取り（以下、ファインスキャンという）によって得られ
た画像データ（ファインスキャン画像データ）に対する画像処理の処理条件を演算し、演
算した処理条件をイメージプロセッサ部１３６のイメージプロセッサ１４０へ出力する。
この画像処理の処理条件の演算では、撮影時の露光量、撮影光源種やその他の特徴量から
類似のシーンを撮影した複数のコマ画像が有るか否か判定し、類似のシーンを撮影した複
数のコマ画像が有った場合には、これらのコマ画像のファインスキャン画像データに対す
る画像処理の処理条件が同一又は近似するように決定する。
【００５７】
なお、画像処理の最適な処理条件は、画像処理後の画像データを、レーザプリンタ部１８
における印画紙への画像の記録に用いるのか、外部へ出力するのか等によっても変化する
。画像処理部１６には２つのイメージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂが設けられている
ので、例えば、画像データを印画紙への画像の記録に用いると共に外部へ出力する等の場
合には、オートセットアップエンジン１４４は各々の用途に最適な処理条件を各々演算し
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、イメージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂへ出力する。これにより、イメージプロセッ
サ部１３６Ａ、１３６Ｂでは、同一のファインスキャン画像データに対し、互いに異なる
処理条件で画像処理が行われる。
【００５８】
更に、オートセットアップエンジン１４４は、入出力コントローラ１３４から入力された
コマ画像のプレスキャン画像データに基づいて、レーザプリンタ部１８で印画紙に画像を
記録する際のグレーバランス等を規定する画像記録用パラメータを算出し、レーザプリン
タ部１８に記録用画像データ（後述）を出力する際に同時に出力する。また、オートセッ
トアップエンジン１４４は、外部から入力されるファイル画像データに対しても、上記と
同様にして画像処理の処理条件を演算する。
【００５９】
入出力コントローラ１３４はＩ／Ｆ回路１５６を介してレーザプリンタ部１８に接続され
ている。画像処理後の画像データを印画紙への画像の記録に用いる場合には、イメージプ
ロセッサ部１３６で画像処理が行われた画像データは、入出力コントローラ１３４からＩ
／Ｆ回路１５６を介し記録用画像データとしてレーザプリンタ部１８へ出力される。また
、オートセットアップエンジン１４４はパーソナルコンピュータ１５８に接続されている
。画像処理後の画像データを画像ファイルとして外部へ出力する場合には、イメージプロ
セッサ部１３６で画像処理が行われた画像データは、入出力コントローラ１３４からオー
トセットアップエンジン１４４を介してパーソナルコンピュータ１５８に出力される。
【００６０】
パーソナルコンピュータ１５８は、ＣＰＵ１６０、メモリ１６２、ディスプレイ１６４、
キーボード１６６（図２も参照、図８を用いて後述する）、マウス１７７、ハードディス
ク１６８、ＣＤ－ＲＯＭドライバ１７０、搬送制御部１７２、拡張スロット１７４、及び
画像圧縮／伸長部１７６を備えており、これらがバス１７８を介して互いに接続されて構
成されている。メモリ１６２は、各種プログラム及び固定データ等が記憶されているＲＯ
Ｍ、一時的にデータを記憶するＲＡＭ等の各種メモリが含まれている。
【００６１】
搬送制御部１７２はフィルムキャリア３８に接続されており、フィルムキャリア３８によ
る写真フィルム２２の搬送を制御する。また、フィルムキャリア３８にＡＰＳフィルムが
セットされた場合には、フィルムキャリア３８がＡＰＳフィルムの磁気層から読み取った
情報（例えば画像記録サイズ等）が入力される。
【００６２】
また、メモリカード等の記憶媒体に対してデータの読出し／書込みを行うドライバ（図示
省略）や、他の情報処理機器と通信を行うための通信制御装置は、拡張スロット１７４を
介してパーソナルコンピュータ１５８に接続される。入出力コントローラ１３４から外部
への出力用の画像データが入力された場合には、前記画像データは拡張スロット１７４を
介して画像ファイルとして外部（前記ドライバや通信制御装置等）に出力される。また、
拡張スロット１７４を介して外部からファイル画像データが入力された場合には、入力さ
れたファイル画像データは、オートセットアップエンジン１４４を介して入出力コントロ
ーラ１３４へ出力される。この場合、入出力コントローラ１３４では入力されたファイル
画像データをセレクタ１３２へ出力する。
【００６３】
なお、画像処理部１６は、プレスキャン画像データ等をパーソナルコンピュータ１５８に
出力し、ラインＣＣＤスキャナ１４で読み取られたコマ画像をディスプレイ１６４に表示
したり、印画紙に記録することで得られる画像を推定してディスプレイ１６４に表示し、
キーボード１６６を介してオペレータにより画像の修正等が指示されると、これを画像処
理の処理条件に反映することも可能とされている。
【００６４】
［検定作業時の画面表示について］
本発明の実施形態ではパーソナルコンピュータ１５８により写真フィルムのコマ画像の検
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定作業時に図６に示すようにプレスキャンで読み取ったコマ画像を１２コマずつ表示した
フィルムモニタ画像２０２と、フィルムモニタ画像２０２のうち検定作業の対象として６
コマずつ順に表示した検定画像２０４とが同時にディスプレイ１６４に表示できるよう構
成されている。
【００６５】
また、１２コマのコマ画像を含むフィルムモニタ画像２０２には、検定画像２０４の６コ
マのコマ画像に対応する範囲を示す枠線２０６が表示される。この枠線２０６により、検
定画像２０４の６コマがフィルムモニタ画像２０２のどれに相当するかをオペレータは容
易に把握することができるようになっている。
【００６６】
［キーボードの構成］
図７には、本発明の実施形態におけるキーボード１６６の構成が示されている。このキー
ボード１６６には、プリント動作の開始・停止等の動作を指示するためのコマンドキー、
色バランスや濃度補正等で補正の度合いを指示するためのフィールド選択キー、項目選択
等を行うためのコントローラー移動キー、フィルムの移動を指示するためのフィルム移動
キー、その他のファンクションキーの計５種類のキーが設けられている。
【００６７】
このうちコマンドキーとしては、プリント動作を停止させるためのプリントストップキー
３６２、全自動モードのスキャン動作を停止させるためのスキャンキャンセルキー３６４
、プリントの受付番号の更新やカラーペーパーへのソートマークの付加等を指示するソー
トキー３６６、ヘルプ画面を表示させるためのヘルプキー３１２、オートキャリアのフィ
ルム送り動作の全自動／半自動／手動を切り替えるためのフィルムドライブキー３２２、
標準サイズ・パノラマサイズ・ハイビジョンサイズの画像が１つのフィルムに混在してい
る場合にフィルムサイズを切り替えるためのサイズ切替キー３２４、出力するプリントサ
イズを選択するためのプリントサイズ選択キー３３６、色バランスや画像濃度の補正条件
やプリント枚数の条件の保持を指示するためのホールドキー３３４、及びプリント動作を
開始させるためのスタートキー３７８が設けられている。
【００６８】
また、フィールド選択キーとしては、プリント枚数を指定する際に操作される枚数焼キー
３４８、シアン色について色補正を指示するためのＣ色補正キー３１６、３２８、マゼン
タ色について色補正を指示するためのＭ色補正キー３１８、３３０、黄色について色補正
を指示するためのＹ色補正キー３２０、３３２、及び濃度補正を指示するための濃度補正
キー３３８、３４０、３４２、３４４、３４６が設けられており、上記のうち１０個のキ
ー３３８、３４０、３４２、３４４、３２８、３３０、３３２、３１６、３１８、３２０
は順に０～９の数字を表すキーと共用されている。カラーキーキャンセルキー３５０を操
作することにより上記１０個のキーの色補正又は濃度補正キーとしての機能がキャンセル
され、数字を表すキーとして機能するよう切り替えられる。
【００６９】
また、コントローラー移動キーとしては、ウインドウ内の入力枠の選択やプルダウンメニ
ューの移動を指示するフィールド移動キー３７６、それぞれ上下左右方向の項目を選択す
るための上向き矢印キー３６８、下向き矢印キー３７２、左向き矢印キー３７０、右向き
矢印キー３７４が設けられており、前述したスタートキー３７８は入力操作の決定（例え
ば、検定完了など）やファインスキャン開始指示等でも使用される。
【００７０】
また、フィルム移動キーとしては、選択中の検定画像を低速で左送りするための左送りキ
ー３５２、選択中の検定画像を低速で右送りするための右送りキー３５８、検定画像の選
択を１コマ戻すためのコマ戻しキー３５４、検定画像の選択を１コマ送るためのコマ送り
キー３５６、及び選択中の検定画像を枚数０として検定画像の選択を１コマ送るためのパ
スキー３６０が設けられており、前述したスキャンキャンセルキー３６４はフィルムがロ
ードされている状態から巻き戻す場合に、スタートキー３７８はフィルムが装填され且つ
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未ロードの状態からロードする場合に、それぞれ使用される。
【００７１】
さらに、ファンクションキーとしては、同時押し下げにより他のキーの機能割り当てを変
更するためのシフトキー３２６やオルトキー３１４、及び画面／モードに応じた各種機能
を割り当て可能なファンクションキー３０２、３０４、３０６、３０８、３１０が設けら
れている。
【００７２】
［本実施形態の作用］
次に、本発明の実施の形態の作用として、プレスキャン、ファインスキャン、検定作業時
に、パーソナルコンピュータ１５８のＣＰＵ１６０によって実行される制御ルーチンの一
例を図８及び図９に示す。なお、読取対象の画像が記録されたフィルム２２としては、Ａ
ＰＳフィルムでも良いし、１３５フィルム等のその他のフィルムでも良い。オペレータが
フィルム２２をフィルムキャリア３８の挿入口３８Ａ（図２参照）に挿入して、キーボー
ド１６６のスタートキー３７８を操作すると、図８及び図９に示す制御ルーチンがＣＰＵ
１６０によって実行開始される。
【００７３】
これらの図においてステップ４０２でフィルム２２がフィルムキャリア３８の内部へ取り
込まれると、次のステップ４０４で１コマ目から順にプレスキャンを開始する。そして、
ステップ４０６でプレスキャンで得られた各コマ画像の画像データより、各コマ画像に対
するファインスキャン時の読取条件を設定する。このようにしてフィルム２２の各コマ画
像に対し、プレスキャンと、ファインスキャン時の読取条件の設定とを実行していく。
【００７４】
そして、全コマ画像に対しプレスキャン及びファインスキャン時の読取条件の設定が完了
すると（ステップ４０８）、ステップ４１０へ進み、プレスキャンを停止すると共にフィ
ルム２２を巻き戻す。
【００７５】
次のステップ４１２では、フィルムモニタ画像２０２（図６参照）として所定数（例えば
、１２コマ）のコマ画像を表示し、次のステップ４１４でファインスキャンを起動する。
【００７６】
そして、このファインスキャンが最初の６コマに対し完了すると（ステップ４１６）、ス
テップ４１８へ進み、ファインスキャンで得られた最初の６コマのコマ画像を検定画像２
０４（図６参照）として表示する。また、フィルムモニタ画像２０２にて、検定画像２０
４の６コマのコマ画像に対応する範囲を枠線２０６で囲む。
【００７７】
次にステップ４２０では検定画像２０４の６コマのコマ画像において記録フォーマットの
異なるコマ画像が混在しているか否かを判定する。この判定は写真フィルム２２に各コマ
に対応して撮影時に記録されている撮影情報を参照することにより判定される。すなわち
、各コマ画像の記録フォーマットが標準サイズ、パノラマサイズ、ハーフサイズ、ハイビ
ジョンサイズのいずれであるかを判定する。ステップ４２０で検定画像２０４の６コマの
コマ画像が例えば、全て標準サイズであり、記録フォーマットの異なるコマ画像が混在し
ていないと判定した場合にはステップ４２６に移行する。
【００７８】
またステップ４２０で図１３（Ａ）に示すように検定画像表示エリア３００に表示される
検定画像２０４の６コマのコマ画像（コマＮｏ．ｋ～ｋ＋５）が例えば、標準サイズのコ
マ画像Ｆ（コマＮｏ．ｋ，ｋ＋３，ｋ＋４，ｋ＋５）の他にパノラマサイズのコマ画像Ｐ
（コマＮｏ．ｋ＋１，ｋ＋２）が混在している場合にはステップ４２２に移行する。
【００７９】
ステップ４２２では各コマ画像の表示サイズの変更指示を促すメッセージがディスプレイ
１６４に表示され、これに対してオペレータがコマＮｏ．ｋ＋１，ｋ＋２のパノラマサイ
ズのコマ画像についてディスプレイ１６４の検定画像表示エリア３００に表示される表示
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サイズを拡大（例えば、縦、横各２倍に拡大）するように表示サイズの変更を指示すると
、ステップ４２４で検定画像の表示エリア３００には図１３（Ｂ）に示すようにコマＮｏ
．ｋ＋１，ｋ＋２のパノラマサイズのコマ画像が拡大されたパノラマ画像２Ｐとして表示
される。この場合に本実施の形態では通常、検定画像は検定画像表示エリア３００に６コ
マが表示されるが、このようにコマ画像が拡大されて表示される場合には画像表示エリア
３００に表示される検定画像のコマ数は６コマより少なくなる。
【００８０】
次いでステップ４２６では検定開始を促すメッセージをディスプレイ１６４に表示し、各
コマ画像についてオペレータに検定処理させる。
【００８１】
オペレータは、各コマ画像について検定作業が終了した場合にはスタートキー３７８を操
作することで、対象のコマ画像の検定完了を指示する。ステップ４２８でオペレータによ
り検定完了が指示されると、ステップ４３０へ進み、検定画像２０４の６コマのコマ画像
の全てに対し検定作業が完了したか否かを判定する。ここで、未完了であれば、ステップ
４２６に戻り、次のコマ画像について検定処理を続行する。
【００８２】
このようにして検定画像２０４の６コマのコマ画像に対し、１コマずつ検定作業を実行し
ていく。そして、６コマとも検定作業が完了すると、ステップ４３２に進み、全コマのコ
マ画像に対し検定作業が完了したか否かを判定する。ここで未完了であれば、ステップ４
３４へ進み、次に検定作業を行うべき６コマのコマ画像に対しファインスキャンが既に完
了しているか否かをチェックする。ファインスキャンが未完了であれば、次の６コマにつ
いてファインスキャンが完了するまで待機する。
【００８３】
一方、次の６コマのコマ画像に対しファインスキャンが既に完了しておれば、ステップ４
３６へ進み、全コマのコマ画像に対しファインスキャンが完了しているか否かをチェック
する。全コマについては未完了であれば、ステップ４１８へ戻り、次の６コマのコマ画像
に対する検定作業へと移行する。
【００８４】
このようにしてコマ画像を６コマずつ検定画像として表示しながら、そのうちの１コマず
つ検定作業を実行していく。
【００８５】
検定作業の途中で全コマについてファインスキャンが完了すれば、ステップ４３６で肯定
判定され、ステップ４３０でファインスキャンの停止及び写真フィルム２２の巻き戻しを
行ってから、ステップ４１８へ戻る。
【００８６】
そして、全コマについて検定作業が完了すると、ステップ４３２で肯定判定され、図８及
び図９に示した制御ルーチンの実行を終了する。
【００８７】
以上に説明した制御ルーチンでは、写真フィルムに記録フォーマットの異なるコマ画像が
混在して記録されている場合において、記録フォーマットの異なるコマ画像の検定作業を
行う際に複数のコマ画像を１画面に同時に表示する場合に各コマ画像について写真フィル
ムに記録されている前記各コマ画像の記録フォーマットに応じて表示画像の大きさを変更
するので、例えば、パノラマサイズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像は標準サイ
ズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像と同等、あるいはそれ以上の大きさで表示さ
れるので、検定作業の作業効率の向上が図れる。
【００８８】
次にパーソナルコンピュータ１５８のＣＰＵ１６０によって実行される制御ルーチンの他
の例を図１０及び図１１に示す。尚、図８におけるステップ４０２～４１４の処理は図１
０においても同じであるのでその処理内容は符号のみで略記し、重複する説明は省略する
。
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【００８９】
まず図１０及び図１１に示す制御ルーチンが起動されると、既述したように図８のステッ
プ４０２～４１４の処理が実行され、処理はステップ５０２に移行する。ステップ５０２
では全てのコマ画像についてファインスキャンが完了したか否かを判定する。この判定が
否定された場合には肯定されるまで待機する。ステップ５０２の判定が肯定された場合に
は次のステップ５０４でインデックスプリントするコマ画像を検定画像として例えば、図
１４（Ａ）に示すように検定画像表示エリア３００に表示する。図１４（Ａ）においてＦ
は標準サイズのコマ画像であり、Ｐはパノラマサイズのコマ画像である。
【００９０】
更にステップ５０６ではインデックスプリントする検定画像２０４に記録フォーマットの
異なるコマ画像が混在するか否かを判定する。この判定は写真フィルム２２に各コマに対
応して撮影時に記録されている撮影情報を参照することにより判定される。すなわち、各
コマ画像の記録フォーマットが標準サイズ、パノラマサイズ、ハーフサイズ、ハイビジョ
ンサイズのいずれであるかを判定する。
【００９１】
ステップ５０６で記録フォーマットの異なるコマ画像は無いと判定し場合にはステップ５
１６に移行する。またステップ５０６でインデックスプリントする検定画像２０４に記録
フォーマットの異なるコマ画像が混在すると判定した場合、例えば、図１４（Ａ）に示す
ように標準サイズのコマ画像Ｆとパノラマサイズのコマ画像Ｐとが混在する場合にはステ
ップ５０８に移行する。この時、ディスプレイ１６４にはオペレータにコマ画像の表示サ
イズの変更指示をするか否かを促すメッセージが表示される。これに対してステップ５０
８でオペレータが現在、検定対象になっているコマ画像が例えば、図１４（Ａ）における
コマＮｏ．ｉのパノラマサイズのコマ画像Ｐである場合にコマＮｏ．ｉのコマ画像をディ
スプレイ１６４の検定画像表示エリア３００に隣接するプリントプレビュー画像表示エリ
ア（図示せず）に表示される表示サイズを拡大（例えば、縦、横各２倍に拡大）するよう
に表示サイズの変更を指示すると、ステップ５１０でプリントプレビュー画像表示エリア
にはコマＮｏ．ｉのパノラマサイズのコマ画像が拡大されて表示され、処理はステップ５
１２に移行する。
【００９２】
またステップ５０８で現在、検定対象になっているコマ画像について表示サイズの変更の
指示が無い場合にはステップ５１２に移行する。
【００９３】
次いでステップ５１２ではメモリ１６２のＲＡＭの所定のメモリエリアに各コマＮｏ．に
対応させて表示サイズ変更の指示の有無に応じて表示サイズを示す表示サイズデータが記
憶される。更にステップ５１４で全てのコマについて表示サイズのチェックが終了したか
否かを判定する。全てのコマについて表示サイズのチェックが終了してない場合にはステ
ップ５０８に戻り、ステップ５０８～ステップ５１４の処理を繰り返す。ステップ５１４
の判定が肯定された場合、すなわち全てのコマについて表示サイズのチェックが終了した
場合にはステップ５１６に移行する。ここでディスプレイ１６４にはオペレータにインデ
ックスプリントするコマ画像の配列の変更指示をするか否かを促すメッセージが表示され
る。これに対してステップ５１６でオペレータが検定画像表示エリア３００に表示される
コマ画像の配列の変更を指示すると、検定画像表示エリア３００に表示されているインデ
ックスプリントするコマ画像のうち指定されたコマ画像の配列が変更されて表示され（ス
テップ５１８）、ステップ５２０に移行する。
【００９４】
またステップ５１６で現在、検定対象になっているコマ画像について配列の変更の指示が
無い場合にはステップ５２０に移行する。そしてステップ５２０ではメモリ１６２内のＲ
ＡＭの所定のメモリエリアにコマＮｏ．に対応させて配列変更の有無に応じてコマ画像の
配列を示すコマ画像配列データが記憶される。
【００９５】
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更に次のステップ５２２では、インデックスプリントするすべてのコマ画像について配列
変更の有無についてチェックをしたか否かを判定する。ステップ５２２の判定が否定され
た場合にはステップ５１６に戻り、次のコマ画像について配列の変更の指示が有るか否を
判定し、コマ画像の配列の変更の指示が有った場合にはステップ５１８で検定画像表示エ
リア３００に表示されているインデックスプリントするコマ画像のうち指定されたコマ画
像の配列が変更されて表示され、ステップ５２０でメモリ１６２内のＲＡＭの所定のメモ
リエリアにコマＮｏ．に対応させてコマ画像の配列を示すコマ画像配列データが記憶され
た後、ステップ５２２に移行する。
【００９６】
またステップ５１６でコマ画像の配列の変更の指示がない場合にはステップ５２０に移行
し、ステップ５２０でメモリ１６２内のＲＡＭの所定のメモリエリアにコマＮｏ．に対応
させてコマ画像の配列を示すコマ画像配列データが記憶された後、ステップ５２２に移行
する。ステップ５２２ではインデックスプリントする全てのコマ画像について配列変更の
有無についてチェックを終了した場合、すなわち、例えば、図１４（Ｂ）に示すようにパ
ノラマサイズのコマ画像Ｐを全て、右端に配列するように変更し、全てのコマ画像の配列
についてチェックを終了すると、処理はステップ５２４に移行する。
【００９７】
ステップ５２４では検定開始を促すメッセージをディスプレイ１６４に表示し、各コマ画
像についてオペレータに検定処理をさせる。検定画像表示領域３００に表示されたインデ
ックスプリントする全てのコマ画像について検定作業が終了するまでステップ５２４の処
理を繰り返し、ステップ５２６で全てのコマ画像について検定作業が終了したと判定され
た場合にはステップ５２８に移行する。
【００９８】
ステップ５２８ではインデックスプリントする全てのコマ画像についてコマＮｏ．に対応
させて各コマ画像の表示サイズデータ及びコマ画像配列データをメモリ１６２内のＲＡＭ
の所定のメモリエリアより読み出し、イメージプロセッサ１４０に出力する。イメージプ
ロセッサ１４０では画像メモリ１４１より各コマ画像の画像データを読み出し、コマＮｏ
．に対応させて各コマ画像の画像データと、パーソナルコンピュータ１５８内のＣＰＵ１
６０より受け取った各コマ画像の表示サイズデータ及びコマ画像配列データを入出力コン
トローラ１３４、インターフェース（Ｉ／Ｆ）１５６を介してレーザプリンタ部１８に出
力する。この結果、記録フォーマットに応じてプリントサイズが変更され、あるいはコマ
画像の配列が変更された状態でレーザプリンタ部１８によりインデックスプリントが印画
紙に記録される。
【００９９】
以上に説明した制御ルーチンでは、写真フィルムに記録フォーマットの異なるコマ画像が
混在して記録されている場合において、該写真フィルムからインデックスプリントを作製
するに際して検定作業時にインデックスプリントとして記録される各コマ画像を前記写真
フィルムに記録されている前記各コマ画像の記録フォーマットに応じて表示画像の大きさ
を変更してプレビュー画面に表示するので、例えば、パノラマサイズの記録フォーマット
で撮影されたコマ画像は標準サイズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像と同等、あ
るいはそれ以上の大きさで表示されるので、検定作業における視認性の向上が図れる。
【０１００】
また写真フィルムに記録フォーマットの異なるコマ画像が混在して記録されている場合に
おいて、該写真フィルムからインデックスプリントを作製するに際して前記写真フィルム
に記録されている前記各コマ画像の記録フォーマットに応じて各コマのプリント画像の大
きさを変更し、または各コマのプリント画像の配列順序を変更するようにしたので、例え
ば、パノラマサイズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像は標準サイズの記録フォー
マットで撮影されたコマ画像と同等、あるいはそれ以上の大きさでプリントされ、また各
コマのプリント画像の配列を、例えば、同一サイズのものについては同じ列に配置させる
ように変更するようにしたので、インデックスプリントの視認性の向上が図れる。
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【０１０１】
次にパーソナルコンピュータ１５８のＣＰＵ１６０によって実行される制御ルーチンの更
に他の例を図１２に示す。尚、図８、図９におけるステップ４０２～４１８、ステップ４
２６～４３８の処理は図１２においても同じであるのでステップ４０２～４１４、ステッ
プ４３２～４３８の処理内容は符号のみで略記して説明を省略するが、図１２におけるス
テップ４１６、４１８、４２６～４３０は図８、図９に示す制御ルーチンの内容と重複す
るが、説明の便宜上、重複して説明する。
【０１０２】
まず図１２に示す制御ルーチンが起動されると、既述したように図８のステップ４０２～
４１４の処理が実行され、処理はステップ４１６に移行する。ステップ４１６でファイン
スキャンが最初の６コマについて対して完了したか否かを判定する。この判定が否定され
た場合は肯定されるまで待機する。ステップ４１６の判定が肯定されると、ステップ４１
８に移行し、ファインスキャンで得られた最初の６コマのコマ画像を検定画像２０４（図
１５（Ａ）参照）として表示する。また、図１５では図示してないが、図６に示すように
フィルムモニタ画像２０２において、検定画像２０４の６コマのコマ画像に対応する範囲
を枠線２０６で囲む。
【０１０３】
次のステップ６０２では、検定画像２０４の６コマのコマ画像のいずれかに関連するコマ
画像が現在、検定画像表示領域３００に表示されていないコマ画像で他に有るか否かを写
真フィルム２２にの全コマ画像について検索し、関連するコマ画像の有無を判定する。写
真フィルム２２がＡＰＳフィルムである場合には撮影時に各コマに対応して関連するコマ
画像、例えば、連続シーン等を示すコマ画像については関連するコマ画像であることを示
す識別情報が撮影者により写真フィルム２２に記録されるので、この識別情報に基づいて
判定することができる。
【０１０４】
また写真フィルム２２が１３５フィルムである場合にはプレスキャンにより得られたコマ
画像の画像データの特徴量を抽出することにより例えば、コマ画像の中央部が明るく、か
つ周辺部が暗い場合にはスロトボを発光させたと判定し、連続シーンであると判定するこ
とができる。更にプレスキャンにより得られたコマ画像の色温度を検出し、この色温度の
分布の類似性から関連するコマ画像であることを判定することができる。
【０１０５】
このようにして現在、検定画像表示エリア３００に表示されているコマ画像に関連する一
連のコマ画像を写真フィルム２２の全コマ画像から検索し、相互に関連するコマ画像が有
る場合には（ステップ６０２）、例えば、図１５（Ａ）においてコマＮｏ．ｍ＋ 1 、ｍ＋
2 、ｍ＋ 3 、ｍ＋ 4 が相互に関連するコマ画像であり、これ以外にコマＮｏ．ｍ＋ 5 ～ｍ
＋ 12が関連するコマ画像である場合に、ステップ６０４で図１５（Ｂ）に示すように関連
する一連のコマ画像（コマＮｏ．ｍ＋ 1 ～ｍ＋ 12）を検定画像表示エリア３００の１画面
に表示させる。
【０１０６】
次いでステップ４２６では検定開始を促すメッセージをディスプレイ１６４に表示し、各
コマ画像についてオペレータに検定処理させる。
【０１０７】
オペレータは、各コマ画像について検定作業が終了した場合にはスタートキー３７８を操
作することで、対象のコマ画像の検定完了を指示する。ステップ４２８でオペレータによ
り検定完了が指示されると、ステップ４３０へ進み、検定画像２０４の６コマのコマ画像
の全てに対し検定作業が完了したか否かを判定する。ここで、未完了であれば、ステップ
４２６に戻り、次のコマ画像について検定処理を続行する。以降、既述した図９に示すス
テップ４３２～４３８の処理を行い、この制御ルーチンの実行を終了する。
【０１０８】
以上に説明した制御ルーチンでは、写真フィルムに記録された連続シーン等の関連が有る

10

20

30

40

50

(14) JP 3813713 B2 2006.8.23



一連のコマ画像について検定作業を行う際に、複数のコマ画像を１画面に同時に表示する
場合に連続シーン等の関連する一連のコマ画像であることを示す情報が前記写真フィルム
に記録されているか否か、あるいは前記本読み取りにより得られたコマ画像から関連する
一連のコマ画像であると判定されたか否かに応じて１画面に表示するコマ画像の数を変更
するようにしたので、関連する一連のコマ画像は１画面中に表示され、それ故検定作業の
作業効率の向上が図れる。
【０１０９】
　　以上説明したように、請求項１に記載の発明によれば、写真フィルムに記録フォーマ
ットの異なるコマ画像が混在して記録されている場合において、記録フォーマットの異な
るコマ画像の検定作業を行う際に複数のコマ画像を １画面に同時に表示する場
合に各コマ画像について写真フィルムに記録されている前記各コマ画像の 記録フォー
マット

画像の大きさ
例えば、パノラマサイズの記録フォーマットで撮影されたコマ画像は標準サイズ

の記録フォーマットで撮影されたコマ画像と同等、あるいはそれ以上の大きさで表示され
るので、検定作業の作業効率の向上が図れる。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る画像処理装置としてのディジタルラボシステムの概略構
成を示すブロック図。
【図２】図１に示したディジタルラボシステムの外観図。
【図３】ラインＣＣＤスキャナの光学系の概略構成図。
【図４】ラインＣＣＤスキャナの電気系の概略構成を示すブロック図。
【図５】画像処理部の概略構成を示すブロック図。
【図６】図５に示すディスプレイにおけるフィルムモニタ画像及び検定画像の表示内容の
概要を示す説明図。
【図７】図５に示すキーボードの構成図。
【図８】本発明の実施形態において実行される制御ルーチンの内容の一例を示すフローチ
ャート。
【図９】本発明の実施形態において実行される制御ルーチンの内容の一例を示すフローチ
ャート。
【図１０】本発明の実施形態において実行される制御ルーチンの内容の他の例を示すフロ
ーチャート。
【図１１】本発明の実施形態において実行される制御ルーチンの内容の他の例を示すフロ
ーチャート。
【図１２】本発明の実施形態において実行される制御ルーチンの内容の更に他の例を示す
フローチャート。
【図１３】検定作業時にディスプレイに表示される検定画像の一例を示す説明図。
【図１４】検定作業時にディスプレイに表示される検定画像の他の例を示す説明図。
【図１５】検定作業時にディスプレイに表示される検定画像の更に他の例を示す説明図。
【符号の説明】
１０　　ディジタルラボシステム
１４　　ラインＣＣＤスキャナ
１８　　レーザプリンタ部
２２　　写真フィルム
３８　　フィルムキャリア
１４０　イメージプロセッサ
１４１　画像メモリ
１５８　パーソナルコンピュータ
１６０　ＣＰＵ
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表示手段の
中に

の異なるコマ画像が含まれているか否かを判定する。前記各コマ画像の中に記録フ
ォーマットの異なるコマ画像が含まれていると判定されたときに、前記表示手段に表示さ
れる記録フォーマットの異なるコマ 及び配列を変更して前記表示手段に表示
させる。

、配列を変更でき



１６２　メモリ
１６４　ディスプレイ
１６６　キーボード
２０２　フィルムモニタ画像（読取コマ画像）
２０４　検定画像（検定コマ画像）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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